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特別損失の計上及び平成 20年 2月期 業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19年 3月 23日に公表した中間期および通期業績予想を下記のと

おり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の計上 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当中間期において減損処理を行い、減損損失 259百

万円及び退店に伴う損失等 40百万円の計 300百万円を特別損失に計上する見込みです。 

 

 

２．平成 20年 2月期 中間期業績予想数値の修正（平成 19年 2月 21日～平成 19年 8月 20日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（平成 19年 3 月 23日発表） 
11,483 720 372 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 10,786 442 △67 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △696 △277 △439 

増 減 率（％） △6.1 △38.5 － 

前期実績（平成 19年 2月期中間期） 11,270 723 346 

 

 

３．平成 20年 2月期 通期業績予想数値の修正（平成 19年 2月 21日～平成 20年 2 月 20日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（平成 19年 3 月 23日発表） 
24,000 1,550 815 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 22,000 800 150 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △2,000 △750 △665 

増 減 率（％） △8.3 △48.4 △81.6 

前期実績（平成 19年 2月期通期） 23,089 1,513 740 



 

４．修正の理由 

 

①当中間期の売上高については、競争の激化や長梅雨などの天候不順の影響等により、既存店の売

上前年比が第 1四半期 97.3％、第 2四半期 91.1％、当中間期 94.0％と一段と厳しさを増したこと

により、当初発表に対し△696百万円の 10,786百万円の見通しとなりました。 

 また、経常利益については、販売費及び一般管理費は計画どおりの推移となりましたが、売上総

利益率が夏物処分に伴い低下したことで、当初発表に対し△277百万円の 442百万円の見通しとな

りました。 

 なお、中間期の業績予想の修正に伴い、下期におきましても売上高の確保が一段と厳しさを増す

ことを予想し、通期業績予想を売上高 22,000百万円、経常利益 800百万円に修正いたします。 

 

②当期純利益については、当初予想していなかった特別損失として、「固定資産に係る会計基準」に

基づき減損処理を行い、減損損失 259 百万円を計上し、また繰延税金資産の資産性の見直しによ

る影響額を中間期及び通期の予想に織り込んでおります。 

 

  

※上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後のさまざ

まな要因によって、予想と異なる結果となる可能性があります。 

 

 

以上 


